
◎区議会の会議日程や質問予定議員等の情報をお届けするため、たいとう区議会メールマガジンを配信しています。
http://www.anshin-bousai.net/taito/ からご登録下さい。

（4）平成 28 年 1 月 1 日

議員の氏名の下の（　）内は、それぞれの所属する委員会です。　 …企画総務委員会　 …区民文教委員会　 …保健福祉委員会　 …産業建設委員会
…議会運営委員会　 …子育て支援特別委員会　 …環境・安全安心特別委員会　 …文化・観光特別委員会　 …交通対策・地区整備特別委員会　

区議会からのお知らせ

　台東区議会では、下記の事項を申し合わせています。区民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
（１）公職選挙法により、供花、中元・歳暮、寄付金、記念品等の贈答はしない。また、新聞・雑誌・町会の名簿・催し物のプログラ

ム等への名刺広告の掲載や、年賀状、暑中見舞等は行わない。
　　　　※自らが出席する結婚披露宴の祝儀や葬祭の香典は、対象外とする。
（２）飲食を伴う会合に出席する場合は、飲食代相当分を会費として持参する。
（３）祝電、弔電等は自粛する。

議員の寄付行為の禁止及び虚礼廃止について

台東区議会では、委員会の生中継を実施しています。〈委員会生中継の視聴方法〉

　あけましておめでとうございます。

 [大空襲70年の年、平和に逆行した政府]
　東京大空襲70周年の昨年、台東区は平和祈念事業に取り組み、語り
部・体験者をはじめ、多くのみなさんの平和への願いが集まり、次世
代に発信しました。
　安倍自公政権はその年に、日本を海外で戦争をする国に導く安保法
制＝憲法違反の戦争法を強行しました。集団的自衛権は憲法違反であ
る、という歴代政府の解釈を、一内閣が180度転換しました。立憲主義
にもとづく「法の支配」が壊されています。

 [台東区政の真価が問われる年]
　社会保障、福祉でも、憲法破壊がすすんでいます。
　「税と社会保障の一体改革」の下、医療・介護総合法が成立。自己
責任論、受益者負担主義という保険原理・市場原理が徹底してすすめ
られています。国民に「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」
を保障する国の責務が後退しています。
　それだけに、区民の健康と安全、福祉の保持が一番の仕事である台
東区の責任は重大です。

　[みなさんと一緒に政治を動かします]
　日本共産党台東区議団は、戦争法廃止の一点で、区民のみなさんと
の共同行動を広げてきました。台東区政でも憲法を守り、生かすため
全力をあげます。
　とくに、要支援の方への介護サービスを後退させない、保育園と特
養ホームの待機者をなくすことをはじめ、区民の願いがとどく区政を
めざしがんばります。
　本年もよろしくお願いいたします。

●台東区議会ＨＰにアクセスする

過去の委員会中継も「録画」
として公開されています。画
面右側の「過去の番組」をク
リックすると、過去に委員会
中継をした録画の一覧が表
示されます。

●委員会を視聴する 委員会開会中は生中継が表
示される

●ユーストリームにアクセスする

１．区議会中継をクリック

日本共産党台東区議団
平和もくらしも分かれ道

区民が主人公の区政へ全力

２．委員会中継（ユーストリーム）
下の台東区議会1（外部リン
ク）をクリック
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つなぐプロジェクト
～すべては区民のためだけに～

　新年あけましておめでとうございます。
　18期区議会がスタートしたことを機に、台東区議会に新たな風を起
こすべく、若い期数の議員４名にて、政党や既存のしがらみにとらわ
れることなく、「すべては区民のためだけに」をキャッチフレーズと
した、新会派「つなぐプロジェクト」を結成いたしました。
　「つなぐプロジェクト」は、“未来へつなぐ” “地域をつなぐ” 
“行政と区民をつなぐ”という「３つの“つなぐ”を推進していく」
強い思いを込めて命名しました。現場に足を運び、区民の皆様の声を
聞く努力を怠らず、台東区政のプロフェッショナルとして、議会本来
の役割である「行政のチェックや制度の提案」を行い、「誰もが住ん
でいてよかった」「住み続けたい」と思える台東区実現に向けて、全
力を尽くしてまいります。


